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会  議  録 （要 旨） 

会 議 名 令和６年度瑞穂町子ども・子育て会議（第２回） 

開 催 日 時 令和６年６月 24 日（月）午後６時 30 分から午後７時 45 分まで 

出席者 及び

欠 席 者 

【出席者】委員 10 名、事務局３名、関連部署職員８名、コンサルタント

２名、 合計 21 名 

【欠席者】委員２名 

次 第 １ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議題  

（１）アンケート調査票項目（案）について  

（２）その他 

４ その他 

５ 閉 会 

傍 聴 者  ２名 

配 布 資 料 当日配布  ・次第 

事前配布 ・瑞穂町子どもの生活実態調査 

     ・「こどもまんなか社会」の実現に向けたこども施策の重要

事項を推進するためのアンケート調査内容（暫定案）  

会 議 内 容

（主な 意見

等を原 則と

して発 言順

に記載。） 

１ 開 会 

（会長） 

 

 

２ あいさつ 

（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の出席委員は９名（１名は遅れて出席）であ

る。瑞穂町子ども・子育て会議第７条規定に基づき、

半数以上の委員の出席により会議が成立となるた

め、開会する。 

 

今回、会議に先立って、色々なアンケートをす

る中で、「こどもまんなか社会」という言葉、そ

して「こども家庭庁」という言葉がキーワード

になって、改めてこども家庭庁のホームページ

を見ると、非常に良く出来ていた。ここで言う

子どもとは何歳を指しているのか、行政的には

20 歳や 18 歳等色々な区切りがあるが、「こども

まんなか社会」のこどもは年齢で区切らず、必

要に応じて対応していくという部分で、こども

を定義している。年齢をイメージしないで、こ

どもに役に立つものをしっかりと見据えて、ア

ンケートをとらえていかなければならないと思

った。アンケートの二次元コードを試してみる
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３ 議題 

（事務局） 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（宮﨑委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

と５分程度で簡単に回答できたので、出来るだ

け多くの意見を色々な年齢層の人から吸い上げ

て、良いものに作り上げていければと考えてい

る。本日は教育委員会からも学校教育課長と教

育指導課長が来られているので、もし何かあれ

ばアドバイスをお願いしたい。 

 

（１）  アンケートの調査票の項目（案）について  

 ※（資料）「瑞穂町子どもの生活実態調査」・『「こ

どもまんなか社会」の実現に向けたこども施策の重

要事項を推進するためのアンケート調査内容（暫定

案）』を用いて説明を行う。 

 

今、事務局から４種類のアンケートの説明があ

った。私は事前に二次元コードを使って回答し

てみた。「ない」を選択すると次の質問に飛び、

「ある」と答えると続きの質問が出てきて 10 分

以内で簡単に回答できるようになっている。今

の説明を受けて、感想等聞いていきたい。進め

方としては、小学５年、中学２年のアンケート

についてまず検討し、続いて高校生、保護者、

一般をやった後、全体の見直しを行いたい。 

では小学５年生、中学２年生のアンケートにつ

いて、これは紙ベースしかなく、１０分程度で

回答できるものになっているが、いかがか。 

 

問９のあなたは普段、学校以外でインターネッ

トをどのくらい利用しますか」というので、一

番頻度の多い選択肢が「１.ほぼ毎日」になって

いるが、毎日使っている人が多く、その中でも

何時間使っているか、グラデーションを付けた

方が良いと思う。 

あと、小中学生に対して二次元コードが無いの

はなぜか。 

 

本来は二次元コードがあって、学校のタブレッ

トを使って実施する方法も考えたが、学校の授
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（石坂委員） 

 

 

 

（事務局） 

 

（石坂委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（堀池委員） 

 

 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

（石坂委員） 

 

 

 

業中になるので強制は出来ない。ただ自分の娘

も小学５年生で毎日スマホを使っているので、

もし小中学生のアンケートにも二次元コードを

付けるという話が委員の中から出てくれば、簡

単に作成できるので付けても良いと思う。 

 

二次元コードはあった方が良いと思う。学校で

使う・使わないではなく、家で保護者のものを

借りて出来るので、あった方が良い。 

 

承知した。 

 

問３について、趣旨は遊び場の満足度とニーズ

を問いたいということで、選択肢に「自分の部

屋」と「家庭」を２つに分けているのはなぜか。

また地域の施設の中で「公園や広場」と「室内

の施設」とに分けて取った方が、小学生は実態

が分かるのではないか。 

問４について、図書の時間についての問いだが、

２つに〇とすると、多分「本を読む」は出てこ

ないと思うので、テレビや読書の頻度を問う設

問にした方が良い。 

 

私も資料２には「遊びや体験活動の推進」が趣

旨であるのに、この項目だと体験や、休日には

地域の中だけでなく、色々な体験をする状況が

あると思うので、これだけしか選択肢がないの

は、どこにも当てはまらない場合も出てくると

思う。 

 

問３・問４は大事な設問であるが、シンプルす

ぎて実態が見えないことにもなりかねない。 

 

問３は選択肢もそうだが、「自分にとって落ち着

いて過ごせる場所」というのもキーワードにな

るのか。 
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（コンサルタント） 

 

 

 

 

 

 

 

（会長） 

 

（コンサルタント） 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

安心できる場所の方を問いたいのか、コミュニ

ティも含めて活躍できる場所を問いたいのかに

よって変わってくるが、事務局としてはどう考

えているのか。 

 

問３の設問は、国の方で設定している内容を参

考にしながら作成したが、我々も設問を作成す

る中で、ねらいと設問の内容がしっくりこなか

ったというのが正直あったので、今の委員の意

見を参考に、「自分にとって落ち着いて過ごせる

場所」というキーワードと、遊びや体験のニー

ズを問える設問を改めて検討したい。 

 

問４に関してはどうか。 

 

問４に関しても国の選択肢を基に作成したが、

指摘の通り、この選択肢だと「本を読む」は選

ばれないと思うので、２つに〇ではなく、あて

はまるものすべてに〇とする方法もあるが、読

書をする時間が今の子どもたちにどれくらいあ

るのかを把握する必要があると思うので、「本を

読む」を選択したら、１日どれくらい本を読む

か副問として付けても良いと思うが、そうする

と設問数が増えることにもつながるので、そこ

のバランスをどうするか。この設問の狙いは読

書をする子どもがどんどん減ってきている中、

こどもまんなか社会を実現するのであれば、読

書する子どもを増やしていかなければならな

い。そのために行政として何をしなければいけ

ないのか、そういった施策を考えていくために

必要な設問なので、もう少し詳しく掘り下げた

方が良いと思う。読書の時間を問う程度であれ

ば、追加しても問題ないと考える。 

 

学校では学力調査の中の生活実態の方でも、読

書や遊びの関係等調べているが、委員会として

具体的に時間等を問うのか。 
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（堀池委員） 

 

 

 

（宮﨑委員） 

 

 

 

 

 

（コンサルタント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（石坂委員） 

 

 

（コンサルタント） 

 

 

（宮﨑委員） 

 

（関連部署職員） 

 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

別口で取っているものと合わせて検討できると

いうことであれば、わざわざ入れる必要はない

と思う。設問数が増えるのは良くない。 

 

多様な遊びや体験の中で、読書を推していきた

いと国も考えているということか。読書も多様

な中の１つで、読書以外にも You Tube で勉強す

るのも普通になってきているが、活字を読む文

化を残していきたいということか。 

 

国が示しているこども大綱の中で、子どもの読

書活動が重要であると示されていて、今後子ど

も計画を立てた上で、家庭や地域、学校、園に

おける読書活動を推進するとしている。瑞穂町

でも読書活動に対してどのように取り組んでい

くのか考える上で、把握できればと考え、設問

に落とした。ただ別の調査を使えるのであれば、

それを参考にして問題ないので、設問を減らし

ても良いと思う。 

 

テレビやゲーム、インターネット等の経験を知

りたいのではなく、読書について知りたいのか。 

 

狙いとしては本を読むというところを見てい

る。 

 

それであれば、読書に関してだけ聞けば良い。 

 

図書館で子ども読書活動推進計画を策定し、推

進している。これが更新の時期になっていると

思うので、アンケート調査をすると思うが、同

じ時期だと結果の共有が難しいかもしれない

が、そことも共有できればと思う。 

 

学力調査のデータ等と見比べてみて活用できる

のか、それとも新たに調査するかは宿題という
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（岩田委員） 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（岩田委員） 

 

 

 

 

（コンサルタント） 

 

 

 

（岩田委員） 

 

 

 

 

 

（コンサルタント） 

 

（会長） 

 

 

 

（岩田委員） 

 

 

 

 

ことで、検討願いたい。 

 

保護者用の問７の年間の世帯収入に関する設問

で、選択肢に「500～1000 万円」が抜け落ちて

いる。 

 

「 1.200 万円未満」「 2.200～ 400 万円未満」

「3.400～600 万円未満」「4.600～800 万円未満」

「5.800～1000 万円未満」「6.1000 万円以上」と

修正することを検討している。 

 

保護者用の問８の親同士の交流の場というの

は、どこまで含まれるのか。例えば学校の保護

者会や、幼児期の児童館の集まり等も含まれる

のか。 

 

公的な交流の場というのがイメージとしてはあ

るが、どう表現したらよいか難しいと感じてい

る。 

 

小学５年生・中学２年生の保護者が、就園前の

ことを回答しても良いのか悩むので、「最近の」

「ここ２年」等の言葉を入れた方が良いのでは

ないか。学校の保護者会等も記入して良いのか、

何か例があった方が分かりやすい。 

 

例を示した形に修正する。 

 

例があると書きやすくなる部分もあれば、逆に

例に屈してしまう部分もあるので塩梅が難し

い。 

 

瑞穂町でも、乳幼児の頃は親同士の触れ合いの

場がたくさん用意されていて、充実していると

思うが、小学校に入ると、子育てに意欲が高ま

りスキルアップになるような交流会のようなも

のがあるのか疑問である。保護者会も含まれる
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（会長） 

 

 

 

 

（堀池委員） 

 

 

（岩田委員） 

 

 

 

（長谷川委員） 

 

 

（宮﨑委員） 

 

 

（会長） 

 

 

（宮﨑委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

（宮﨑委員） 

 

（事務局） 

 

（副会長） 

ということであれば、保護者会に行って、人に

話すことで悩みや不安が軽減されることはある

かもしれないが、子育てに必要な知識や意欲が

高まるとまではならないと思う。 

 

学校関係者としては悲しい。保護者同士が意図

的に集まって、教育の話しや子育ての話しをす

る機会は、PTA の保護者会でセッティングして

いるが、保護者会に参加しないケースが多い。 

 

外から講師を呼んだりして、知識を高める場は

確かにある。 

 

設問を読んでいて、どこまで含まれるのかと思

ったが、何年も前のことでも「ある」と回答す

れば、続きの質問に答えられる。 

 

書く場所があることで、どこで、どの年代でと

いうことが調べられて良いのではないか。 

 

「ない」と回答する人が多ければ、瑞穂町でイ

ベントを作ってもらえる。 

 

時間配分を考えて、高校や一般についても意見

があればお願いしたい。 

 

二次元コードの方は自由記載がないが入れない

のか。 

 

今は入れていないが、自由記載を設ける予定で

ある。紙の方にも設ける予定である。 

 

設問ごとに自由記載の欄は設けないのか。 

 

設問ごとには設けず、最後に設ける予定である。 

 

知り合いの 20 代の若者に「あなただったらどん
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（会長） 

 

 

 

 

（堀池委員） 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

（石坂委員） 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

なアンケートを作ってもらいたいか」と尋ねた

ら、自由記述欄が２つあって、１つは自由に書

けるもの、もう１つは例えば「学校を良くする

にはどういうことが必要か」「子どもにとって楽

しいまちになるには、どういうアイディアが必

要か」等のテーマを決めて、「あなたのアイディ

アが良ければ採用します」という一言を付けた

らどうかという提案であった。 

 

こどもまんなか社会においては、パブリックコ

メントをどんどん取り入れるというのがあるの

で、色々なところで意見を吸い上げていければ

良いと思う。 

 

高校生アンケートの問 11-１「性的暴力や性的

ハラスメントを受けた時、声をあげられないの

はなぜですか」の選択肢の中に「2.仕事や周囲

への影響を考えて」というのがあるが、高校生

のアンケートなのに「仕事」というのは要らな

いのではないか。 

 

高校生用となっているが、あくまで住民基本台

帳のデータの中から、生年月日で追っていくし

かなく、高校２年生になる生年月日で抽出をし

ていて、働いている人も含まれているので、学

生でも社会人でもどちらでも通用するように、

文言は修正しようと考えている。高校生用とい

う表現も修正する。 

 

一般用の問５について、子どもがいない人が一

定数いて、属性も分からない中で、一般の傾向

をつかんで施策に反映するのか。交流の場が「あ

る」と答えた場合は、色々な年代のお子さんと

いうことになるのか。 

 

一般は 18 歳から 39 歳の方々を抽出して、小学

５年生、中学２年生の保護者に被らないように
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（石坂委員） 

 

 

（コンサルタント） 

 

（会長） 

 

 

 

 

 

（宮﨑委員） 

 

 

 

 

 

 

 

（吉岡委員） 

 

 

 

（コンサルタント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する。結婚している人もいるし、独身の人もい

るし、子どもも色々な年代である。 

 

参加の有無というよりは、ニーズを聞いた方が

良いのではないか。 

 

持ち帰り検討する。 

 

ある程度対象を絞れば、より深いアンケートを

とれると思うが、幅広い世代、職種、色々な人

たちから多様な意見を求めるとなると、項目も

限られる中で、何を優先するかという問題があ

るが、参考意見として検討してもらいたい。 

 

高校生向けの問 12-1「自身が性的暴力や性的ハ

ラスメントを受けた場合、誰に話や相談をしま

すか。」について、選択肢の中に専門の相談窓口

について、情報提供になるような窓口を提示し

ても良いのではないかと思った。現在進行形で

苦しんでいる高校生の助けになるような窓口の

リンク先の二次元コードを付けてはどうか。 

 

一般の問７と問 13 は「３つに〇」となっている

が、複数回答で良いのではないか。３つに限定

する意味は何か。 

 

相談先の周知になるような二次元コードを入れ

るかどうかという件に関しては、具体的な専門

の相談窓口を知っているかどうかという質問を

入れてはどうか。具体的な相談先があって、つ

なぎのための二次元コードを一緒に載せておけ

ば、より分かりやすいと思うので検討したい。 

回答を３つまでと限定しているのは、よりニー

ズを明確にしていくという狙いがあるが、広く

意見を聞くという意味においては問題ないの

で、「あてはまるものすべてに〇」でも問題ない。 
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（堀池委員） 

 

 

 

 

 

 

 

（宮﨑委員） 

 

 

（石坂委員） 

 

 

 

（宮﨑委員） 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

（会長） 

 

 

 

 

４ その他 

（事務局） 

 

全てのアンケートに「こどもまんなか社会の実

現に向かっていると思いますか。」と聞いている

が、「こどもまんなか社会」の説明は書いてある

が、知らない人にとっては「こどもまんなか社

会」という言葉が出てきた背景が分からないの

で、町長の挨拶文等の中に、説明を入れてほし

い。 

 

「こどもまんなか社会」について学校の授業で

は触れているのか。 

 

子どもの権利条約は学ぶが、「こどもまんなか社

会」というのは時事問題の中で扱う程度で必ず

やるというものではない。 

 

「皆さんからの意見を大事にして子どもの施策

を進めていきますと、国のホームページに載っ

ていますが、そういうことがアンケートにも書

いてあると、「じゃあ書こう」となると思う。  

 

子ども家庭庁のホームページを見ると、クイズ

形式で「こどもまんなか社会」はどういうもの

なのか分かるようになっているので、詳しく知

りたい人のためにリンク先を付けるのも良い。 

他にはどうか。 

資料２はどこかに公表する予定はあるのか。 

 

あくまで本日の会議のための資料である。 

 

他になければ議題１については終了する。 

 

（２）その他 

特になし 

 

次回の会議日程について 

８月５日（月）18：30～ 庁舎１階ホールにて

開催予定 



- 11 - 

 

５ 閉 会 

（副会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートを受け取った方が分かりやすいよう

な質問をした方が良いと、皆さんが受ける側の

気持ちになって考えてくださったのが非常に良

かった。あとは事務局に頑張ってもらって良い

ものにしてもらいたい。これで第２回子ども・

子育て会議を終了する。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


